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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月6日(2013.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳類対象の口腔粘膜炎の治療に使用する、キトサンと、ヘパリン、ヘパラン硫酸、及
びデキストラン硫酸から成る群から選択される負荷電性多糖類とのイオン結合型錯体を含
むことを特徴とする組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物において、前記キトサンのジアセチル化度が５０乃至９９％の
範囲内であり、好ましくは８０乃至９５％の範囲内であることを特徴とする組成物。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の組成物において、前記負荷電性多糖類がヘパリンであることを
特徴とする組成物。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の組成物において、当該組成物中の前記キトサン
の正電荷と前記負荷電性多糖類の負電荷との比率が１０：１乃至１０：８の範囲内であり
、好ましくは１０：３乃至１０：６の範囲内であり、より好ましくは１０：４乃至１０：
５の範囲内にあることを特徴とする組成物。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の組成物において、当該組成物中の前記キトサン
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と前記負荷電性多糖類との総濃度が、前記組成物の全重量に対して０．１乃至５重量％の
範囲内にあり、好ましくは０．１乃至３重量％の範囲内にあることを特徴とする組成物。
【請求項６】
　請求項５に記載の組成物において、当該組成物中の前記キトサンと前記負荷電性多糖類
との総濃度が、前記組成物の全重量に対して０．１乃至０．５重量％の範囲内にあること
を特徴とする組成物。
【請求項７】
　請求項５に記載の組成物において、当該組成物中の前記キトサンと前記負荷電性多糖類
との総濃度が、前記組成物の全重量に対して０．５乃至５重量％の範囲内にあり、好まし
くは１乃至３重量％の範囲内にあることを特徴とする組成物。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の組成物において、当該組成物が抗菌剤を含むこ
とを特徴とする組成物。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の組成物において、当該組成物が消泡剤を含むこ
とを特徴とする組成物。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の組成物において、前記口腔粘膜炎が癌の治療に
より生ずることを特徴とする組成物。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の組成物において、前記口腔粘膜炎が化学療法
、放射線療法、又は幹細胞療法により生ずることを特徴とする組成物。
【請求項１２】
　哺乳動物対象の口腔粘膜炎の治療に使用する医薬品の製造における、キトサンと、ヘパ
リン、ヘパラン硫酸及びデキヅトラン硫酸から成る群から選択される負荷電性多糖類との
イオン型錯体を含む組成物の使用。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の使用において、前記組成物が、更に請求項２乃至９のいずれか１項
によって規定されることを特徴とする使用。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３に記載の使用において、前記口腔粘膜炎が、更に請求項１０又は１
１によって規定されることを特徴とする使用。
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